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したと回答した学生が 62％を占めた（問 4）。 
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 表１． 温泉の定義 
１ 温度（源泉から採取されるときの温度）摂氏 25度以上 
2 物質（下に掲げるもののうち、いづれか一つ以上含有すること） 
物質名 含有量（１kg中） 

























ラジウム塩（Ｒａとして） 1×10-8 mg以上 
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0% 10% 20% 30% 40% 50%
その他
娯楽の充実（卓球、ビリヤード等）
疾病（腰痛、肩痛等）の緩和
疲労回復効果
ダイエット効果
精神的充足（景観や食事を含む）
衛生面の充実
問6．これからの温泉やスーパー銭湯に期待すること
は何ですか（2つまで）。
